
 9月12日（木）～13日（金）の２日間で、

高校2年ASコースの生徒全員が、先端

科学研修に参加しました。これは学校設

定科目「AS科学探究Ⅰ」の授業の一環と

して，SPring-8などの国内最先端の研究

施設や神戸大学、兵庫県立大学を訪問

して、見学、講義、体験実習を行うプログ

ラムです。 
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 9月7日（土）の文化祭にて、高校2年、

3年の課題研究のポスターを展示しまし

た。教室入口に「真理をSAGAs」と掲示

し、教室でASコース、GSコースの研究内

容を紹介しました。 

文化祭で課題研究を紹介 

SACLAにて 

ポスター展示の様子 

アンケート用紙への記述から 

・どの研究も面白い課題設定だ

と思いました。 

・身近な事柄に関する疑問を

扱うものが多いと感じました。 

・高校生でも専門家に相談する

ことができることを知りました。 

・どこが新しい発見かがわかりに

くいポスタ-もありました。 

理化学研究所にて記念撮影 

ニュースバルにて 

ビーム収束用電磁石のつく

る磁場測定実験の様子 

SPring-8にて 

円形の施設で中は広く、自

転車で移動する人も・・・ 

先端科学研修 1日目:9月12日（木） 2日目:9月13日（金） 

理化学研究所播磨事

業所 

①研究員による講義 

②SPring-8、

SACLA、普及棟見学 

兵庫県立大学高度産

業科学技術研究所 

①研究員による講義 

②ニュースバル放射

光施設の見学 

③ビーム収束用電磁

石のつくる磁場測定

実験 

神戸大学六甲台キャ

ンパス 

①4つのグループに分

かれて講義、体験学

習 

②研究室および研究

施設見学 

神戸大学統合研究拠

点 

①施設見学 

②研究員による講義 

神戸大学にて 

音の解析について学ぶ様子 

実際に音を鳴らして・・・ 

研修に参加して感じたこと 

・世界の最先端の設備を目の

当たりにして、その規模の大き

さや技術力の高さに圧倒されま

した。 

・ちょうど研究者に興味を持ち

始めたところで、実際の研究者

の人と話ができてよかったで

す。研究はハードでも、自分の

好きなことを好きなだけできると

知り、とても魅力を感じました。 

・研究者とは話しかけ憎い印象

を勝手に持っていましたが、気

さくに話をしてくださる方ばかりで

した。スライドに分かりやすく整

理する技術を真似したいと思い

ました。 

・研究を進めるのに、文系、理

系の区別はないということを知り

ました。課題に対して様々な視

点から考察することにより、深ま

るため、他の人と協働で行うこ

とも大切であると感じました。 

・施設や大学の中に掲示され

ているポスターには、近々には

実現できそうにないプランもあり

ました。そこに研究の壮大さと

夢があると思いました。 

・価値ある研究は、10年後、20

年後まで見越して行われてい

ることを知りました。 

・研究計画書が採用されてはじ

めて施設を使用できることか

ら、研究を行う価値を人が理解

できるように表現する力が必要

であると感じました。 



 7月28日（日）に高校3年ASコースの課

題研究グループの6名が「第43回全国高

等学校総合文化祭（自然科学部門） 」に

参加し、ポスタ－発表を行いました。佐賀

大学本庄キャンパスにて「靴底のゴムとス

キールノイズ」という題目で、体育館で発

生するスキールノイズを減らす研究につい

て口頭発表しました。 
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編集後記 
 先端科学研修では、見えない

ものを見えるようにする機械を用

いて研究者はどのような仕事を

しているのかを知りました。私た

ちが現在行っている課題研究に

どれだけの新規性や希少性があ

るのかはまだよくわかりません

が、探究心を持って研究を継続

することでいつかは成果が出ると

信じて頑張ります。 

 高校3年は課題研究のまとめ

の時期です。発表のよいところを

しっかり吸収しようと思います。 

 次号では広島大学科学シンポ

ジウム（11月）について報告する

予定です。 

   （担当：Ⅱ年３組ＡＳ委員）

課題研究の活動が新聞で紹介 

 8月7日（水）に高校2年GSコースの課題研究グ

ループの3名が江田島を訪問し、1945年に発生

した枕崎台風の被害について調査をしました。そ

の様子が翌日の中国新聞に紹介されました。 

この研究は、災害当時を知る地域の方から聞き取

りを行い、江田島の被災箇所や実態などをまとめ

てマップの製作に取り組むものです。過去の記録

から学び、未来に役立つ示唆を得ようとしていま

す。住民の参考となるマップ製作になるようにと取

り組んでいます。11月１５日（金）の課題研究中間

発表会で報告する予定です。 

ポスター発表の様子 

発表者の記念撮影 

2019さが総文で発表 

FS講義（数学） 

講義の様子 

 9月13日（金）に高校１年生徒全員が学校設定科目SAGAs「総合科学」の

特別講義を受けました。講師は広島大学の阿賀岡芳夫先生です。「タイリン

グを研究しよう」という題目で、平面や空間のタイリング（敷き詰め）の手法とそ

の成果について、図形や模型等を用いてご講義いただきました。既に知られ

ている定理や公式から、アッと驚く図形の性質まで紹介されました。「一見単

純な構造に思える１種類の合同な図形による敷き詰めも実は奥が深く、そこ

には未解決問題も残されている」ということばが印象に残りました。また、難し

い問題に直面したときに数学者はどのように取り組むのか、新たな研究課題

はどのように生まれるのかなどに関して、経験を基に話をいただきました。 

2019年8月8日（木）の中国新聞に掲載 

2019マスフェスタで発表 
 8月24日（土）に高校3年ASコースの課

題研究グループの4名が大阪府立大手

前高等学校が主催する「2019年度第11

回マス・フェスタ（全国数学生徒研究発

表会） 」に参加し、ポスタ－発表を行いま

した。関西学院大学西宮上ヶ原キャンパ

ス にて「落下する花弁の運動について」と

う題目で、桜の花弁が落下する軌道を数

式化する研究についてポスタ－発表しま

した。 

口頭発表の様子① 

口頭発表の様子② 

空間のタイリングの模型 

　〈中国新聞社の許諾を得ています。〉


